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登壇 

 

グループ経営戦略、人事統括部長の永田でございます。本日はご多用の中、当社の決算説明会にご

参加いただきありがとうございます。 

私から 2021 年 12 月期第 1 四半期決算の業績の概要についてご説明いたします。 

 

 

 

 



 
 

 

 
 

 

 



 
 

 

それでは、まず３ページをご覧ください。第 1 四半期決算のポイントについてご説明いたします。 

当第 1 四半期決算は、環境プラント事業において、大型案件の受注と世界的な半導体需要の高まり

を背景にして、精密電子事業の受注が好調でした。その結果、全体の受注額が前年同期と比較して

プラス 28％と大きく増加しております。 

売上、営業利益につきましては、昨年はコロナの影響で低調だった建築設備市場などがグローバル

で需要回復が見られたこと、それから精密・電子事業において売上が伸長したことなどによって全

事業で増収増益となりました。 

今期の業績予想につきましては、活況な半導体市場において、さらなる成長が期待されることや、

期初の業績予想に対する足元の進捗状況を踏まえて、業績予想を上方修正することといたしまし

た。 

また、それに加えて、資本効率の観点から 200 億円を上限とする自己株式の取得を年内に実施す

ることを決定いたしました。 



 
 

なお、2020 年の通期決算発表時にも説明いたしましたが、当社は、当第 1 四半期決算より日本会

計基準から国際会計基準、IFRS へ移行しておりますので、本資料では前期実績を含めて、全て

IFRS ベースでのご説明とさせていただきます。 

 

それでは４ページ目をご覧ください。第 1 四半期の決算結果についてです。 

数値面でいうと、受注高は前年同期から 353 億円増加して 1,594 億円、売上に関しては 118 億円

増加して 1,352 億円、営業利益に関しては 62 億円増加して 122 億円。結果、営業利益率は 4.1

ポイント改善して 9.0％となりました。親会社の所有者に帰属する四半期利益は 52 億円増加して

85 億円と、当第 1 四半期決算は順調なスタートとなっております。 



 
 

 

続いて、5 ページ目をご覧ください。こちらはセグメント別のサマリーになります。 

風水力事業では、受注高は横ばいで、売上は増加して、営業利益は前年同期から 33 億円増と、主

にカスタムポンプ事業の採算性の向上が寄与したことで、増収以上の増益となりました。 

環境プラント事業につきましては、ゴミ処理施設の大型案件を２件受注したことによって、受注高

が大きく伸張しております。 

精密・電子事業につきましては、半導体メーカーの設備投資が増加しておりまして、世界的な半導

体不足から顧客の工場稼働率も依然高い状況が継続しておりまして、受注、売上、営業利益がいず

れも前年同期を上回る結果となっております。 



 
 

 

続いて、次の６ページをご覧ください。地域別の売上構成です。 

こちらの地域別は顧客の所在地記別の売上構成となっております。 

昨年はコロナの影響で 1Q は中国での売上が大きく減少しましたが、その中国ではいち早い経済活

動再開の動きと、中国政府による積極的な設備投資の支援などがあって、売上が大きく改善してお

ります。 

一方で、北米向けの売上はですね、米国に主要拠点を構えるコンプレッサ・タービン事業での製品

売上の減少や、コロナによる派遣作業員の移動制限等も一部でまだ継続しておりまして、その影響

を受けて前年同期を下回っております。 



 
 

 

続いて、セグメントごとの第 1 四半期業績内容についてご説明してまいります。７ページをご覧く

ださい。 

まずは風水力事業部についてです。 

受注高に関しては、前年同期から 1 億円減の 789 億円、売上は 28 億円増の 819 億円、営業利益

は 33 億円増の 79 億円で、主にポンプ事業が牽引して増収増益となりました。 

主力事業ごとに業績を見てまいりますと、まずポンプ事業ですけども、前年同期と比較して増収増

益となりました。建築設備市場を主な対面市場とする標準ポンプ事業では、昨年のコロナ影響によ

る需要の低迷から回復が見られております。 

石油・ガス市場を対面市場としますカスタムポンプ事業においては、中国は石油化学向けの受注売

上が堅調に推移いたしました。また、富津工場における製品利益の改善の施策をいろいろ打ってい

ますけど、その成果が出てきております。 

次にコンプレッサ・タービン事業ですが、こちらは減収増益でした。 



 
 

石油・ガス市場においては、一部の地域で当社案件は動きが見られるものの、中国でのコロナ影響

による営業活動の制限などが継続しておりサービス&サポートの受注・売上は低調でした。営業利

益については、製品利益率改善施策が寄与いたしまして収益性が改善しております。 

続いて、冷熱事業ですけども、こちらは増収減益でした。中国市場では需要が回復基調で受注売上

が堅調でしたけれども、厳しい価格競争等が続いていることによって、主に国内冷凍機のメンテナ

ンス売上の期ずれなどもあって営業利益は微減という結果となりました。 

 

続きまして８ページですけど、こちらは環境プラント事業になります。 

受注高については、前年同期から 240 億円増の 285 億円、売上に関しては 21 億円増の 194 億

円、営業利益に関しては 2 億円増の 26 億円で増収増益となりました。 

受注案件はスライドの左下の主要受注案件に記載のとおりごみ処理施設の公共向けの大型案件を２

件受注しております。今期はですね、EPC の工事進捗やオペレーション&メンテナンスの売上も順

調に増加しております。 



 
 

 

続いて９ページをご覧ください。こちら精密・電子事業となります。 

受注高に関しては前年同期から 113 億円増の 513 億円、売上に関しては 68 億円増の 334 億円、

営業利益は 22 億円増の 20 億円で増収増益となりました。第 1 四半期の受注高としましては過去

最高で好調なスタートとなりました。 

半導体市場は、設備投資は昨年積極的な投資を行ってきたロジック、ファンドリーが今期も高水準

で推移している、それに加えてメモリの投資に関しても復調してきておりまして、受注高が大きく

増加しております。 

半導体需要拡大に伴って売上の増加や顧客の工場稼働率が高い水準で推移したことによって、部品

やオーバーホールなどの S&S 事業、こちらも増加しておりまして増収増益となりました。 

営業利益は需要の拡大に伴って、人件費が若干増加傾向にありますが、CMP の案件ミックスの改

善や高採算の S&S 売上の増加がありまして、収益性は向上しております。 



 
 

 

それでは今までが 1Q の結果で、ここから 2021 年の通期業績予想をご説明いたします。10 ペー

ジ目です。 

2021 年の事業環境につきましては、コロナの影響は依然として注視が必要な状況ですけども、期

末に向けて世界経済は回復方向に向かっていくと見ております。 

また、5G の進展や IoT の普及などで急促に半導体の需要が増加していることや、当社の第 1 四半

期の順調な業績進捗を踏まえて、第２四半期累計期間、および通期の業績予想を上方修正すること

といたしました。 

2021 年の通期業績予想につきましては、受注高は期初の予想から 350 億円引き上げて 6,630 億

円、売上に関しては 150 億円引き上げて 5,740 億円といたしました。 

営業利益に関しては、期初の過去最高益予想をさらに更新する 25 億円プラスの 455 億円といたし

ました。その結果、営業利益率は 7.9%となる見込みでございます。 

最重要経営指標である ROIC に関しては、0.5 ポイント上昇して 7.5％となる見込みでございま

す。なお、一株当たりの年間配当金、為替レート予想は期初から据え置きとしております。 



 
 

 

それでは、セグメント別の修正計画を次のページでご確認ください。 

セグメントごとに修正内容をご説明しますと、風水力事業では上期、通期予想それぞれ上方修正し

ております。主には、トルコのポンプメーカーであるバンサン社を 4 月に買収完了しておりますけ

ども、これに伴う収益を取り込んだ業績予想ということになっております。 

環境プラント事業は、上期の受注高は 80 億円上方修正しておりますけれど、通期予想は据え置き

とさせていただいております。 

精密・電子事業では、足元の良好な受注環境を踏まえて、上期、通期の業績をそれぞれ上方修正い

たしました。精密・電子事業は受注高、売上はいずれも過去最高を更新する見込みでございます。 

前年実績と比較しまして、全体では受注高は 1,517 億円増、売上は 515 億円増、営業利益は 79

億円増となる見込みです。今後も、さらなる成長に向けた各事業の施策を着実に実行してまいりま

す。 



 
 

 

最後に自己株式の取得についてご説明いたします。 

E-Plan2022 の中では財務方針で資本効率の向上、および財務状況や経営環境の変化に対応した機

動的な資本政策を実施するという方針としております。昨年はコロナの影響があって先行きが不透

明な状況が続いていたため、手元の現預金の確保を優先してまいりました。 

そこで、今期は本日の取締役会にて自己株式の取得を決定しております。取得価額については 200

億円を上限としておりまして、取得期間に関しては、5 月 17 日から年末の 12 月 23 日までの年内

を予定しております。 

今回取得いたします自己株式は、全て消却することといたしております。詳細に関しては適時開示

の内容をご確認いただきたいと思います。 

以上で、第 1 四半期決算の概要説明は終わりです。 

  



 
 

 
  



 
 

 
  



 
 

 
  



 
 

 
  



 
 

 

  



 
 

 


